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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】
都道府県名 栃 木 県

（平成１５年４月現在）Ⅰ 学校概要
石橋町立石橋小学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級
学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ２０
児童数 ９８ ９９ １１８ ８９ １１５ ９５ ７ ６２１ ２７

Ⅱ 実践研究の概要
１．研究主題

「わかる・できる」喜びや楽しさを実感できる学びの創造
基礎学力の向上を図り，学ぶ力を育てる学習指導の工夫

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1
１～６年生 国語，算数
（昨年度までの研究を生かし，児童一人一人が基礎学力を十分に身に付け，自ら意欲的に学習
に取り組み，確かな学力の向上が図れるように，更に研究を進めることにした ）。

(2) 年次ごとの計画
○テーマ

基礎学力の向上を図り，学ぶ力を育てる学習指導の工夫平
－ －成 国語科と算数科を通して（第１年次）

14 ○仮説
年 （仮説１） 児童の実態（学力，関心・意欲など）をきちんと把握・分析し，その実態や学
度 習状況に応じて指導体制や指導方法，授業形態を工夫したり，評価規準と指導の手だてを

作成したりして，個に応じた指導を工夫していけば，読み・書き・計算などを含めた基礎
・基本の内容がより確かに定着し，基礎学力が向上するであろう。
（仮説２） 教育課程を見直し，時間割を工夫したり朝や放課後の時間に補充的な時間を位
置づけたりして，学校教育全体で系統的，継続的に取り組み，学びの機会を充実させてい
けば，学びへの意欲や学ぶ習慣が身に付き，基礎学力が向上するであろう。
○研究内容・方法

基礎学力の向上を図るための指導方法の工夫と教育課程の改善ア
・ 算数科を中心に，少人数指導・習熟度別学習など個に応じた指導を行う。
・ 「読み，書き，計算」を含めて，学習指導要領のねらいが達成できるような指導の在
り方を研究する。
・ 教育課程を見直し，朝の活動や１単位時間の弾力化，週時程の工夫を行う。

， （ ） ， 。・ 国語 算数科で一人１授業 公開 を実施し 指導法の工夫や改善を図る
・ 確かな学力を向上させるための指導法や評価などについて学ぶ研修の機会を持つ。

， 。・ 無理のない範囲で 教師の得意分野を生かした交換授業や教科担任制を取り入れる
個に応じた指導の工夫イ

・ 国語・算数科を中心に，発展的な学習や補充的な学習で生かせる教材を開発する。
・ 指導計画と評価規準の一体化を図り 「指導の手だて」を明確にする。，
学習意欲を高める指導の工夫ウ

・ 年間指導計画を見直し，評価規準や具体の評価規準を設定する。
・ 指導に生きる多様な評価方法について検討する。
・ 総合的な学習の時間と関連させ，教科学習での体験活動を重視する。
・ 調べ学習や教科の学習の中で，情報機器を効果的に活用する。
・ 問題解決学習での討論と発表を活性化できるようにする。
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学ぶ習慣を身に付けさせるための指導の工夫エ
・ 放課後の時間などを活用した補充的な学習を行う。
・ 朝の活動時に音読や読書，計算練習などを推奨・支援する。
・ 学年に応じた「学習のきまり （ノート指導なども含めて）を検討する。」
・ 学ぶ習慣が身に付くような家庭学習などの充実を図る。
家庭や地域との連携を図る工夫オ

・ 学校だより・学年だより・フロンティア通信等を活用した連絡を行う。
・ 授業参観や懇談会を活用しての紹介を行う。
・ ホームページで研究や活動の様子を公開する。
・ 地域の人材を中心とした外部人材の活用を図る。

○テーマ
「わかる・できる」喜びや楽しさを実感できる学びの創造平
基礎学力の向上を図り，学ぶ力を育てる学習指導の工夫成

15 ○仮説
年 （仮説１）
度 児童の実態を把握し，その実態に応じて指導と評価の一体化を図り，単元構成や児童の

学習過程に合った指導過程，学習活動に合った指導形態などを工夫し，指導方法の改善を
「わかる・できる」という学びの喜びや楽しさを図れば，基礎・基本の内容が定着し，

実感することができるであろう。
（仮説２）
継続的に学びの機会を充実させるために時間割や日課を工夫するなどの教育課程の見直
しを図れば，学ぶ習慣が身に付き，基礎学力が向上するであろう。
○研究内容・方法

基礎学力の向上を図るための教育課程の改善（１）
・ 教育課程を見直し，朝の活動（ぐんぐんタイム）に音読や読書，計算練習などを位
置付ける。また，１単位時間の弾力化，週時程の工夫を行う。
・ 補充的な学習を行うために，放課後に時間を確保する。
・ 確かな学力を向上させるための指導法や評価などについて学ぶ研修の機会を持つ。

， 。・ 無理のない範囲で 教師の得意分野を生かした交換授業や教科担任制を取り入れる
個に応じた指導の工夫（２）

・ 学習のねらいや内容に応じて，Ｔ・Ｔ授業や少人数指導・習熟度別学習などの指導
形態を工夫する。
・ 国語・算数科を中心に，発展的，補充的な学習で生かせる教材を開発する。
・ 目標と指導と評価の一体化を図り 「手立て」を明確にする。，
・ 年間指導計画を見直し，具体の評価規準を設定する。
・ 指導に生きる多様な評価方法について検討する。
学習意欲を高める指導の工夫（３）

・ 総合的な学習の時間と関連させ，体験的・問題解決的学習を取り入れる。
・ 調べ学習や教科の学習等の中で，情報機器を効果的に活用する。
学ぶ習慣を身に付けさせるための指導の工夫（４）

・ 学年に応じた「学習のきまり （効果的なノート指導なども含めて）を検討する。」
・ 学ぶ習慣が身に付くような家庭学習などの充実を図る。
家庭や地域との連携を図る工夫（５）

・ 学校だより，学年だより（ホップ・ステップ・ジャンプコーナー ・フロンティア）
通信等を活用し連絡を行う。
・ アンケートを計画的に実施し，児童や保護者の願いや思いなどを把握し，研究に生
かす。
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・ 授業参観や懇談会を活用しての紹介を行う。
・ ホームページで研究や活動の様子を公開する。
・ 地域の人材を中心とした外部人材の活用を図る。

○テーマ
「わかる・できる」喜びや楽しさを実感できる学びの創造平
基礎学力の向上を図り，学ぶ力を育てる学習指導の工夫成

16 ○仮説
年 （仮説１）
度 児童の実態を把握し，その実態に応じて指導と評価の一体化を図り，単元構成や児童の

学習過程に合った指導過程，学習活動に合った指導形態などを工夫し，指導方法の改善を
「わかる・できる」という学びの喜びや楽しさを図れば，基礎・基本の内容が定着し，

実感することができるであろう。
（仮説２）
継続的に学びの機会を充実させるために時間割や日課を工夫するなどの教育課程の見直
しを図れば，学ぶ習慣が身に付き，基礎学力が向上するであろう。
○研究内容・方法

基礎学力の向上を図るための教育課程の改善（１）
・ 二学期制を取り入れ，教育課程を見直し，授業時数を増やし，児童が学習に取り組む
時間を十分に確保する。
・ 教育課程を見直し，朝の活動（ぐんぐんタイム）に音読や読書，計算練習などを位
置付ける。また，１単位時間の弾力化，週時程の工夫を行う。
・ 確かな学力を向上させるための指導法や評価などについて学ぶ研修の機会を持つ。
・ 教師の得意分野を生かした交換授業や教科担任制を取り入れる。
個に応じた指導の工夫（２）

・ 学習のねらいや内容に応じて，Ｔ・Ｔ授業や少人数指導・習熟度別学習などの指導
形態を工夫する。
・ 国語・算数科を中心に，発展的な学習や教材や補充的な学習で生かせる教材を開発
し活用する。
・ 目標と指導と評価の一体化を図り 「手立て」を明確にする。，
・ 二学期制の導入に伴い，年間指導計画を見直す。
・ 指導に生きる多様な評価方法について検討する。
学習意欲を高める指導の工夫（３）

・ 総合的な学習の時間と関連させ，体験的・問題解決的学習を取り入れる。
・ 各教科，領域の学習等の中で，情報機器を効果的に活用する。
学ぶ習慣を身に付けさせるための指導の工夫（４）

・ 学年に応じた「学習のきまり」を徹底する。
・ 学ぶ習慣が身に付くような家庭学習などの充実を図る。
家庭や地域との連携を図る工夫（５）

・ 学校だより，学年だより（ホップ・ステップ・ジャンプコーナー ・フロンティア）
通信等を活用した連絡を行う。
・ アンケートを計画的に実施し，児童や保護者，教師の願いや思いなどを把握し，研
究に生かす。
・ 授業参観や懇談会を活用しての紹介を行う。
・ ホームページで研究や活動の様子を公開する。
・ 地域の人材を中心とした外部人材の活用を図る。
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(３) 研究推進体制

指導・助言機関 協 力 機 関校 長

栃木県教育委員会 学校評議員会

下都賀教育事務所 石橋小学校ＰＴＡ教 頭

石橋町教育委員会 学校支援ボランティア

指導主事・講師等 町内幼保，小，中学校等

下都賀地区学力向上推進協議会

学力向上推進委員会

全 体 会

企画・調査部 国 語 部 低・中・高学年

学習環境整備部 算 数 部 ブロック

情報・連携部

Ⅲ 平成１５年度の成果及び課題
１ 研究の成果
（１） 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発を行うことができた。

ア 算数科 「数と計算」の領域の１年から６年生までの学習内容を見通したプリントの作成
「数と計算」の領域の系統図をもとに問題を作成し，プリントを作成した。

イ 算数科 各学年の発展的，補充的な学習で使うワークシートの作成
ウ 算数科 指導のポイントを押さえた単元の系統表とレディネステストの作成

（ ）エ 算数科 パソコンで簡単に計算のプリントを作成できる教材データの作成 エクセルを使って
オ 算数科 基礎・基本を定着させるための学年に応じたノートの書き方，計算の仕方，

用具の使い方，算数の用語集の作成
カ 国語科 各学年の基礎・基本を身に付けるための「国語おたすけブック」の作成

（原稿用紙の書き方，推敲の仕方，ノートの書き方，音読の仕方など）
キ 国語科 学習で活用できるプロジェクタ教材の作成（パワーポイントを使って）

（２） 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善を図ることができた。
ア 国語，算数での指導形態の工夫
単元の学習内容や本時（１時間）の学習内容により様々な学習形態が考えられる。児童一人一人
に応じたよりきめ細かな指導を行うために，算数では全学年全クラスに を行っているＴ・Ｔで授業

今年度は国語でもＴ・Ｔや少人数指導のが，その他の学習形態についても研究をしている。また，
児童一人一人の学びの実態をとらえ，個に応じた指導方法や授業を取り入れることができた。

指導体制を工夫・改善することによって， と，児童一人一基礎的・基本的内容の確実な定着
人の個性の伸長を図ることをねらっている。
少人数指導（習熟度別学習）については，次のように実践している。
① １クラスを２～３グル－プに分割 ② 学年３クラスを４グル－プに分割 など
児童へのアンケートの結果，Ｔ・Ｔでの授業や少人数での学習をとても楽しみにしている
児童が多いことが分かった。
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イ 交換授業や教科担任制の工夫とＴ・Ｔ教員との連携
中・高学年で無理のない範囲で時間割を工夫し，教師の得意分野を生かした交換授業や教

科担任制を実施している。
また，算数では全学年全クラス，国語（書写）では１年生がＴ・Ｔで授業を行っている。
そこで，担任とＴ・Ｔ教員がうまく連携を図り，授業が展開できるように各学年とも「打合
せ」の時間を週１時間位置づけている。

（３）児童生徒の学力の評価を生かした指導の改善を図ることができた。
ア 評価計画の作成と見直し

学習指導要領に基づいた使いやすい指導計画を作成した。次に，指導と評価の一体化を図
るために，指導計画のなかに評価計画を盛り込んだ 「評価のための評価」に陥ることのな。
いよう，無理のない実践可能な評価計画を作成するように配慮した。指導を行った後に修正
や加筆を加え，更に見直して改善を図っている。

イ 評価方法の工夫
（ア）単位時間の評価について

１単位時間という限られた中で，確かな評価をしていくために，次のようなことに気を付
けていくことにした。どのように評価していくか，教科の特質に応じて検討し工夫した。
評価の観点を重点化する（目標と指導と評価の一体化を図る）

（ ）複数の目で評価する 学級担任やＴ・Ｔ教員などとの情報交換を密に
評価する対象を重点化する
評価の時期を工夫する

（イ）単元の評価について
１単位時間の評価を単元を通して，どのように活用していったらよいか検討した。
① 単元の目標，評価規準，１単位時間の具体の評価規準を明確にし，単元の指導
計画を作成する。
② 単元の目標，評価規準を基に，毎時間の評価情報から，児童の学習状況が的確
に把握できるような記録を残す （評価チェックリストの活用を図る ）。 。
このような点に気を付けて，指導計画を立てたり，指導に役立つ評価情報を蓄積させ

るために，評価チェックリスト（評価補助簿）を工夫することにした。
（ウ）自己評価，相互評価の工夫

を活用し，自己評価や相互評価を行い，児童が学習を振り返り成果「振り返りカード」
を知るとともに，目的意識を持って学習に取り組めるようにする。また，教師は児童のつ
まずきなどを把握し，個に応じた指導に役立てている。

（エ）評価情報の蓄積について
毎時間の評価情報は，まずは記録として残すが，次の段階では評価計画に従ってより精
選されたものを記録として残すことにした。
記録された評価情報は，補充的な学習や発展的な学習に生かされたり，単元の総括評価
に活用されている。

「評価チェ本校では，評価情報を集約し，指導や評定に活用することができるように，
を活用することができた。ックリスト （評価補助簿）」

２人の教師に教えてもらっている算数は楽しいですか
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ウ 評価をイメージした授業の実践
児童が理解を深めていくまでには，段階的に指導をしていく必要があり，個に応じた児
童の過程や評価の場面を大切にしたいと考える。国語では１単元や教材の中で，算数では
１単位時間中の算数的活動の中でも理解の程度は変容していくものであると考える。つま
り，多様な学習活動を通して児童の学びが深まり，理解の程度が高まるものと思う。そこ
で，児童の変容を観察し，めあてに沿った活動がなされているか確かな評価を行い，個に
応じた手だてを工夫しながら，指導していくことが大切である。そこで，評価をイメージ
した授業を心掛けることができた。

（４）その他の取組
ア 学習習慣を身に付けさせる指導
（ア） 朝の活動「ぐんぐんタイム」や放課後の補習の時間の位置付け

基礎学力を定着させる場の一つとして，昨年度より朝の活動の時間を活用してきた。朝の
活動を２５分間にし 「ぐんぐんタイム」と名付けた。担任が早めに教室に行き，児童と一，
緒に活動する時間とし，火曜日に集会がある他は，すべて計算，読書・音読ができるように
した。全校一斉で取り組むことにより，読み，書き，計算の力が定着しつつある。

また，金曜日の放課後に補習の時間を位置付け活用している。Ｔ・Ｔ教員との連携も図り
充実した時間になるように心掛けている。

ウ 家庭や地域との連携を図る工夫
（ア）学年だより，フロンティア通信の発行

学年便りに，各学年の学力向上を図るための取組について 「ホップ・ステップ・ジャ，
ンプ」コーナーを設け保護者に通知したり 「フロンティア通信」を作成し，学力向上に，
かかわる学校の取組を紹介したりして，保護者や地域に理解や協力を求めている。

（イ）授業参観，懇談会の実施
授業参観や懇談会を実施し，保護者に学力向上を図るための取組を紹介し理解や協力を
得ている。

（ウ）アンケートの実施
本校の学力向上を図るための取組がどのくらい保護者に理解されているか，アンケート

を実施し，集計し，分析した結果を保護者等に知らせ理解や協力を得た。
（ ）保護者対象へのアンケートから

アンケートの結果からも，ぐんぐんタ
イムでの学習は，計算を得意にしたり，
もっとやりたいと意欲を高めたりする上
でも効果を上げているといえる。また，
児童の意識としては，自分を高めるとい
う意識を持って朝の学習に取り組んでい
るといえる。

左のグラフは 「学年だよりやフロンティア通信で，，
学力向上に関する取組の様子が分かりますか 」という。
質問に対して保護者の回答の結果である。 Ｈ１５年５
月に保護者対象にアンケートを実施し，本校の取組が
どのくらい理解されているか調査した。結果からもあ
る程度は理解されるようになってきたことが分かる。
今年度実施してきた取組については，これからアンケ
ート調査を実施する予定である。比較検討し，更に理
解が図れるように努めていきたい。

26%

74%

アよく分かる イあまり分からない



- 7 -

（エ）ホームページの公開

保護者をはじめ広く地域の方々にも，理解や協力を得られるように，ホームページ
を作成し，本校の取組等を公開することができた。

エ 情報機器を効果的に活用を図る工夫
文部科学省指定のマルチメディア学校間連携推進事業（学校インターネットⅡ）の推進

とのかかわりも図り，学習への興味関心を高めたり，伝え合う力を育てたりする手だての
一つとして，教科の学習の中で，情報機器の効果的な活用を図ることができた。
特に国語科においてテレビ会議を実施し，相手を意識して，自分の考えや意見を交換し

合うことができた。その他，プロジェクタ教材の活用や算数科においてのパソコンの活用
なども図ることができた。
実態調査，意識調査の実施オ
児童への意識調査や実態調査を，国語，算数部の計画に基づき計画的に実施し，指導改善

に役立てている。
国語 ５月，１月に「漢字の読み，書き，音読」についての実態調査を実施

１２月に意識調査を実施
２月に「漢字の読み，書き，音読」についての実態調査を実施予定

算数 ５月，１月に「計算」についての実態調査を実施
１２月に意識調査を実施

その他，各学期ごとに漢字，計算テストを実施し，実態把握と指導に努めている。
（１２月に実施した意識調査から）

算数は好きですか 昨年と比べて算数は好きになりましたか

国語は好きですか （Ｈ１５年５月） 国語は好きですか （Ｈ１５年１２月）

意識調査の結果から，国語好き，算数好きの児童が増えていることが分かる。
（１月に実施した計算についての実態調査から）

Ｈ１４年度 Ｈ１５年度

平成１４年度から計算の実態調査を年に２回実施し，一人一人のつまずきを見つけ，個に

算数は好きですか

0

50

100

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

(%)

好き あまり好きでない

昨年と比べて算数が好きになりましたか
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応じた指導を行ってきた。これらの取組の成果が実態調査からも分かる。
研修の充実を図ることができた。カ

（ア）授業研究会，実践レポート報告会の実施
国語や算数の研究授業（１７クラス）を実施し，実践を通して，基礎学力を向上させ，

個に応じた指導をするためにはどうしたらよいかを考え，授業の改善が図れるように話し
合った。その結果目標と指導と評価の一体化を図り，個に応じた手立てを明確にし，評価
を指導の中に生かしていこうとする意識が強くなった。また，自分の日々の授業を見直す
ようになり，授業を工夫したり，導入の仕方，ヒントカードや学習プリントの与え方，体
験的な操作活動のさせ方，評価方法などを工夫したり，個に応じた指導を心掛けたりする
ようになってきた。
また，各教師が，国語好き，算数好きな子を育てるための工夫をした実践例をレポート

にまとめ随時紹介し合い，授業改善に役立てることができた。
（イ）研修会の実施

研修を実施し教師の意識改革を図っている。基礎学力の向上にかかわる評価，指導法な
どの講話をいただき研修を行った。

２ 今後の課題
（１） 国語，算数科を中心に更に基礎学力の向上を図りながら 「わかる・できる」喜びや楽，

しさが実感でき 「国語好き 「算数好き」な児童が更に増えるように研究を進める。， 」
特に目標と指導と評価との一体化を図るために，評価計画や評価方法などを見直し，確

かな評価ができるように研究していきたい。
（２） 国語では相手意識や目的意識を大事にした活動を工夫してきたことにより，読み手や聞き

手に分かりやすく伝えようとする気持ちが育ちつつある。更に「伝え合う力」を育てるため
に，今年度同様「話すこと・聞くこと 「書くこと」を中心に研究に取り組んでいく。」

（３） 算数では今後も問題解決学習を取り入れていく。課題の提示と場の設定の工夫や算数的活
， ， ，動の工夫を通して 意欲的に問題解決に取り組む児童が増えてきたし 算数的な表現力でも

自分の問題解決過程を自分なりの方法でまとめられるようになってきた児童が増えてきた。
そこで 「深め合う」活動では，児童から出された多様な考え方をどのように生かしながら学，
び合いをさせていくと効果的でありより学習が深まるかを更に研究をしていく。

（４） 評価を見直し，補充的な学習や発展的な学習を検討していく。
情報公開を通し地域や保護者への理解を求める。（５）

保護者や地域の方々と互いに情報交換「学力向上フロンティア」の研究や取組について，
できる場を多く設定し，連携を図っていきたい。

（６） 基礎学力の向上を更に図れるように，教科担任制が効果的に取り入れられるような時間割
や日課などを工夫して，教育課程の改善を更に図る。

（ ） ， 。７ 個に応じたきめ細かな指導をより一層図れるように 更に授業形態の工夫をしていく
情報機器の効果的な活用を図る（８）

今年度まで，文部科学省指定のマルチメディア学校間連携推進事業推進校として取り組んで
きたが，これまでの研究を生かし，今後も教科・領域の学習の中で学力向上を図る手段とし
て情報機器を効果的に活用していく。

Ⅳ 学力把握のための学校の取組について
○ 国語（小学校で学習する漢字の読み書き，音読について）と算数（計算について）の実態調査

･･･年２回５月，１２月に実施
○ 漢字・計算テスト･･･年３回（７月，１２月，３月）に実施
○ 学力テスト･･･年１回２月に国語と算数で実施
○ 町内の小学６年生対象の学力診断テスト･･･年１回５月に国語と算数で実施
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Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
○ 授業研究会（公開）の実施
・平成１５年６月２３日
・平成１５年１１月２７日
対象 普及地区（石橋町，壬生町，国分寺町，都賀町）の小学校，下都賀地区の中学校

○ 学力向上推進委員会への参加
・平成１５年１２月９日 下都賀地区学力向上推進委員会 場所：下都賀庁舎

対象 下都賀地区フロンティアティーチャー
・平成１５年１２月１２日 学力フロンティア事業研究協議会 場所：とちぎ青少年センター

対象 県内フロンティアティーチャー
○ 来年度の予定
・平成１６年１２月予定 研究発表会
・平成１７年１月予定 石橋町教育会研究発表会
○ 研究成果普及のためのＨＰ作成

http://www.ishibashi-e.tochigi.schoolnet.gr.jp/ishisho・ＨＰ公開
（ただし，Ｈ１６年３月上旬にＵＲＬを変更する予定）

○ 研究成果普及活動の成果
・幼保小の連携･･･幼稚園や保育園にも年間６回授業を公開し，理解を得ることができた。
・町内小中学校への授業公開と研究紀要の配布･･･町内の小・中学校へは校内研究会をすべて
公開したり研究紀要を配布したりして，研究の普及に努めている。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ・Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 算数
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無


	Ⅰ学校の概要
	Ⅱ 実践研究の概要
	Ⅲ 平成１５年度の成果及び課題
	Ⅳ 学力把握のための学校の取組について
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

